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●

行
事
日
程
表

調
日
㈱
３
日
側

・
さ
く
ら
ま
つ
り
開
会
式
・
消
防
間
合
同
観
閲
式

・
金
巾
・
南
中
プ
ラ
ス
バ
シ
ド
・
津
軽
土
佐
犬
斗
技
さ
く
ら
ま

町
内
行
進
つ
り
大
会

・
雌
下
馬
力
大
会
・
茶
道
逮
州
流
野
点

・
北
地
区
春
季
中
学
校
バ
レ
ー
・
津
軽
民
謡
手
踊
り
シ
ョ
ウ

ポ
ー
ル
大
会
（
五
所
川
原
民
謡
協
会
一
行
）

・
第
八
川
秋
谷
杯
争
奪
兼
第
十
・
津
軽
民
謡
手
踊
り
研
究
会

二
Ｍ
中
学
校
庭
球
大
会
（
三
上
キ
ナ
一
行
）

・
金
木
町
朝
野
球
協
会
選
抜
野
・
第
八
川
北
五
中
学
校
卓
球
大

球
大
会
会

・
金
木
桜
ま
つ
り
協
賛
知
Ｒ
Ａ
・
第
十
二
回
西
北
五
中
学
校
選

Ｂ
杯
カ
ラ
オ
ケ
大
会
抜
野
球
大
会
（
準
決
勝
決
勝
）

犯
日
㈱
４
日
㈲

・
据
瀬
奴
踊
り
発
表
会
・
第
十
回
禰
北
五
中
学
校
ソ
フ

（
鎌
田
稲
二
行
）
ト
ポ
ー
ル
大
会

・
三
浦
み
の
る
・
智
恵
子
民
謡
・
県
下
銃
剣
道
大
会

歌
謡
シ
ョ
ウ
・
さ
く
ら
ま
つ
り
カ
ラ
オ
ケ
大

・
金
木
町
合
同
慰
霊
祭
前
夜
祭
会

１
日
㈲
。
第
一
回
西
北
五
小
中
学
校
相

・
第
十
川
北
五
防
犯
少
年
野
球
僕
大
会

大
会
５
日
㈹

・
民
謡
・
歌
謡
・
手
踊
り
シ
ョ
ウ
・
第
五
側
芦
野
陸
上
競
技
選
手

（
木
造
民
謡
協
会
一
行
）
権
大
会

・
花
火
大
会
・
斉
藤
又
四
郎
シ
ョ
ウ

・
金
木
町
合
川
慰
總
祭

２
日
出

・
第
十
二
回
西
北
五
中
学
校
野

球
大
会

・
県
下
登
山
ば
や
し
大
会
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昭和5G年度

当初:i;予f算鑿決王まる
÷般会計25億9千余万円

歳
昭
和
五
十
六
年
度
の
当
初
予

算
は
、
三
月
十
一
日
か
ら
十
九

日
ま
で
の
九
日
間
に
わ
た
っ
て

開
か
れ
た
第
九
十
五
回
町
議
会

定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
歳

入
歳
出
と
も
前
年
度
の
当
初
予

算
額
よ
り
○
・
七
％
減
の
二
十

五
億
九
千
三
百
四
十
五
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
予
算
規
模
が
前

年
度
よ
り
下
回
っ
た
の
は
、
金

木
小
学
校
の
建
設
が
終
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
又
、
国

歳農林水産業溌
k(461,310)

17.8%

地方交付税
（1,144,804）出 入

,367）
7．7％17．7 44．1％

衛生費13.0%
（338,924）● 当初予算の

(2,593,450千円） 町税15．4％
（400,232）

篭型蝶
民
健
康
保
健
特
別
会
計
は
七
億

四
千
三
百
八
十
一
万
七
千
円
、

水
道
会
計
は
一
億
九
千
九
百
九

十
八
万
五
千
円
の
予
算
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の

歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

議
員
報
酬
、
職
員
給
な
ど
総

額
六
千
百
万
円
余
り
を
計
上
。

ビッグ5

認謬 議燕 弩勺

今
云その他

（715,378）

27．7％

その

費

第
二
保
育
所
や

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設

街
灯
新
設
修
理
費
二
百
十
万

円
、
身
体
障
害
者
福
祉
費
六
百

六
十
四
万
円
、
老
人
家
庭
奉
仕

員
報
酬
二
百
七
十
万
円
、
老
人

ク
ラ
ブ
補
助
金
二
百
十
万
円
、

老
人
医
療
扶
助
費
八
千
四
百
三

十
万
円
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

管
理
費
一
千
四
百
六
十
一
万
円
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
喜
良
市

地
区
）
建
設
費
一
千
七
百
二
十

万
円
、
第
二
保
育
所
建
設
費
八

千
六
百
十
万
円
な
ど
総
額
四
億

六
千
万
円
余
り
を
計
上
。

特
別
職
や
職
員
の
給
料
、
交

通
安
全
対
策
饗
な
ど
が
計
上
さ

れ
て
い
る
総
務
管
理
費
が
二
億

四
千
六
百
万
円
余
、
徴
税
関
係

五
千
百
万
円
、
戸
籍
住
民
登
録

関
係
一
千
八
百
万
円
、
選
挙
賀

一
千
万
円
、
統
計
調
査
費
二
百

八
十
万
円
な
ど
総
額
で
三
億
三

千
百
万
円
。民

生
費

総
務
費

●

火
葬
場
移
転
新
築

に
七
千
万
円

予
防
薬
品
聯
入
費
等
二
百
六

十
八
万
円
、
成
人
病
検
診
委
託

聾
関
係
六
百
二
十
九
万
円
、
霊

園
整
備
工
事
喪
四
百
五
十
七
万

円
、
火
葬
場
建
設
費
七
千
十
万

円
、
西
北
五
衛
生
処
理
組
合
負

担
金
三
千
二
百
十
八
万
円
、
ゴ

ミ
収
集
車
購
入
饗
七
百
万
円
、

金
木
病
院
負
担
金
五
千
百
七
十

九
万
円
、
水
道
事
業
特
別
会
計

繰
出
金
一
億
一
千
二
十
六
万
円
、

な
ど
総
額
三
億
三
千
八
百
九
十

二
万
円
。

衛
生
費 1世帯当りに

使われる町の金

678,558円
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

建
設
や
農
免
屡
道

新
設
な
ど
を
実
施

農
業
委
員
会
費
二
千
三
百
四

十
九
万
円
、
災
害
関
係
利
子
補

給
金
二
千
四
百
十
二
万
円
、
畜

産
業
費
三
千
四
百
三
十
七
万
円
、

水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
費
三

出
稼
ぎ
関
係
職
員
給
な
ど
労

働
諸
費
八
百
六
十
八
万
円
、
安

全
就
労
推
進
事
業
費
八
十
八
万

円
な
ど
総
額
九
百
五
十
六
万
円
。

農
林
水
産
業
費

労
働
費

一

1:t帯当
抄

!するポ
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千
八
百
五
十
七
万
円
、
自
然
休

養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
建
設
費
一

億
四
千
五
百
八
十
七
万
円
、
危

険
溜
池
改
修
事
業
費
一
千
二
百

万
円
、
農
免
農
道
整
備
促
進
磯

四
百
三
十
八
万
円
、
広
域
農
道

整
備
促
進
費
四
千
七
百
十
一
万

円
、
嘉
瀬
線
林
道
墜
備
費
九
百

四
十
六
万
円
、
な
ど
総
額
四
億

六
千
百
三
十
一
万
円
。

商
工
会
館
補
助

一
千
五
百
万
円
を
計
上

商
工
費

商
工
会
館
建
設
喪
補
助
金
一

千
五
百
万
円
、
公
園
整
備
工
事

蜜
四
百
万
円
、
桜
ま
つ
り
、
夏

ま
つ
り
関
係
助
成
金
三
百
七
十

万
円
、
な
ど
総
額
五
千
百
七
十

六
万
円
。

町
営
住
宅
十
一
一
戸
建
設

道
路
新
設
改
良
蟹
一
億
四
百

万
円
、
大
東
ヶ
丘
線
舗
装
一
千

五
百
万
円
、
住
宅
建
設
費
一
億

八
百
九
十
万
円
、
な
ど
総
額
で

二
億
八
千
六
百
万
円
を
計
上
。

土
木
費

●

金
木
小
学
校
校
庭
通
路
舗
装

費
百
五
十
万
円
、
嘉
瀬
小
学
校

暖
房
配
管
補
修
費
三
百
三
十
万

円
、
喜
良
市
小
学
校
体
育
館
暖

房
工
事
費
一
千
五
百
万
円
、
南

中
学
校
体
育
館
補
修
費
五
百
万

円
、
な
ど
総
額
二
億
三
千
六
百

五
十
八
万
円
。

歳
入
の
内
訳
を
見
る
と
、
地

方
交
付
税
が
十
一
億
四
千
四
百

八
十
万
四
千
円
で
全
体
の
四
四
、

一
％
、
以
下
町
税
四
億
二
十
三

万
二
千
円
（
十
五
・
四
％
）
町

侭
三
億
一
千
六
百
四
十
万
円

消
防
車
を
購
入

津
軽
北
部
消
防
車
務
組
合
負

担
金
一
億
二
千
七
百
二
十
九
万

円
、
屯
所
（
第
五
分
団
）
新
築

饗
二
百
二
十
万
円
、
消
防
車
職

入
蜜
七
百
五
十
万
円
な
ど
総
額

一
億
四
千
六
百
六
十
七
万
円
。

喜
良
市
小
学
校
体
育
館
に

暖
房
工
事

「
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

一
消
防
費

一
教
育
費

防
費

（
十
二
・
二
％
）
、
県
支
出
金

二
億
六
千
七
十
八
万
五
千
円
（

十
・
一
％
）
、
国
庫
支
出
金
二
億
四

千
百
六
十
一
万
一
千
円
（
九
・

三
％
）
と
続
い
て
い
ま
す
。
（
別

表
①
）歳

出
の
目
的
別
内
訳
を
見
る

と
農
林
水
産
業
蜜
が
四
億
六
千

百
三
十
一
万
円
で
全
体
の
十
七

・
八
％
を
占
め
、
以
下
民
生
喪

四
億
六
千
三
十
六
万
七
千
円
（

十
七
・
七
％
）
、
衛
生
費
三
億

三
千
八
百
九
十
二
万
四
千
円
（

十
三
％
）
、
総
務
費
三
億
三
千

百
四
十
万
四
千
円
（
十
二
・
八

％
）
、
土
木
費
二
億
八
千
六
百

六
万
七
千
円
（
十
一
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

又
、
歳
出
の
性
質
別
内
訳
は

普
通
建
設
事
業
費
の
七
億
六
千

百
九
十
五
万
二
千
円
（
二
九
・

四
％
）
と
、
人
件
饗
の
七
億
三

千
四
百
三
十
二
万
五
千
円
（
二

八
・
三
％
）
で
、
全
体
の
六
割

近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

諦
伽
Ⅱ
１
１
Ⅲ
＃
Ⅲ
恥
Ｉ
Ｉ
１
Ⅲ
Ⅲ
訓

一
火
の
元
に

一
一

注
意
″
一

一
空
気
が
乾
燥
し

》
て
い
ま
す
の
で
、

』

●
老
朽
化
が
進
み
、
架
け
替
え

が
望
ま
れ
て
い
た
「
神
田
橋
」

が
、
五
十
六
年
度
採
択
が
決
ま

り
、
初
年
度
予
算
四
千
五
百
万

円
の
配
分
も
決
ま
り
ま
し
た
。

「
神
田
橋
」
は
、
昭
和
十
年

の
建
設
で
老
朽
化
が
進
み
、
一

部
陥
没
な
ど
が
起
こ
り
危
険
に

な
っ
た
の
で
、
金
木
町
で
は
隣

接
の
稲
垣
村
、
車
力
村
な
ど
と

強
力
に
架
け
替
え
の
働
き
か
け

を
し
て
き
た
も
の
で
す
。

計
画
で
は
、
全
体
事
業
費
が

十
二
億
円
、
全
長
三
百
七
十
五

メ
ー
ト
ル
、
全
巾
十
メ
ー
ト
ル

（
車
道
七
・
五
メ
ー
ト
ル
、
歩
道

二
・
五
メ
ー
ト
ル
）
と
な
っ
て
お

り
、
今
年
度
四
千
五
百
万
円
で

調
査
と
一
部
用
地
買
収
を
行
う

『
砲
田
圃
』
閥
困
る

町民1人に

使われる町の金

176,545円こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

田
中
町
長
の
酷
Ｉ
採
択
に
な
り

ほ
っ
と
し
て
い
る
。
着
工
か
ら

出
来
る
だ
け
短
い
期
間
で
完
成

す
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
強
力

に
運
動
を
展
開
し
て
ゆ
き
た
い
。

｜

ﾛ－．rﾛー 」ー
凸 令 ■ 今

架
け
替
え
が
決
ま
っ
た
神
田
橋

、
■■■■■■■■■■■

ゴ

一

卜

凸

l人

机す

金’

451リ

Ⅲ｢民1

が負＃
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昨
年
十
一
月
か
ら
火
葬
場
そ

ば
の
ゴ
ミ
捨
て
場
を
閉
鎖
し
て

川
倉
の
女
坂
地
区
に
ゴ
ミ
捨
て

場
を
投
睡
し
て
お
り
ま
す
が
、

ゴ
ミ
を
途
中
に
落
と
し
た
り
、

捨
て
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

又
、
ゴ
ミ
は
、
新
し
い
ゴ
ミ

捨
て
場
の
決
め
ら
れ
た
場
所
に

捨
て
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

一
人
一
人
が

み
ん
な
の
為
に
″

河
川
敷
の
美
化
を
は
か
る
為

毎
年
四
月
を
河
川
美
化
月
間
と

定
め
、
ゴ
ミ
の
収
集
、
不
法
物

青
森
地
方
法
務
局
と
青
森
県
て
の
地
域
住
民
の
認
識
を
深
め
事
業
計
画
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
の
人
権
る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
計
画
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ

モ
デ
ル
地
区
活
動
推
進
計
画
に
亜
点
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
ラ
シ
、
立
看
板
、
無
線
放
送
な

基
づ
き
、
金
木
町
が
昭
和
五
十
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
に
よ
る
啓
発
広
報
活
動
を
展

蕊
淵
徴
金
木
町
が
毎
月
二
回
程
度

開
す
る
ほ
か
、

」
に
選
定
さ
れ

『
人
権
モ
デ
ル
地
区
』
に
劉
鯰
蝿

ま
し
た
。

こ
の
「
人
権
金
木
町
で
は
「
人
権
モ
デ
ル
ま
り
ご
と
相
談
、
調
演
会
、
座

モ
デ
ル
地
区
」
に
お
い
て
は
、
地
区
」
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
談
会
、
映
写
会
な
ど
の
行
事
を

自
由
人
権
思
想
の
普
及
商
揚
を
伴
い
、
四
月
三
日
、
金
木
町
中
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

図
り
、
人
権
擁
護
活
動
に
つ
い
央
公
民
館
に
関
係
者
を
集
め
、

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は

や
め
ま
し
ょ
う

件
の
除
去
等
河
川
環
境
の
改
善

に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
地
域

の
方
々
の
御
協
力
な
く
し
て
は

美
し
い
河
川
は
取
り
戻
せ
な
い

現
況
に
あ
り
ま
す
。

太
宰
の
町
、
観
光
の
町
と
し

て
年
間
一
万
人
以
上
の
観
光
客

が
訪
れ
、
年
々
増
加
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
観
光
客
に
不
快
感

を
与
え
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
快
適
な
日
常
生
活
を

送
る
為
に
も
自
然
の
豊
か
な
郷

土
を
ゴ
ミ
公
害
か
ら
守
り
美
し

い
河
川
、
き
れ
い
な
町
と
し
て●

女坂ゴミ捨て場見取図

至川倉

好
感
を
も
た
れ
る
よ
う
地
域
周

辺
の
ゴ
ミ
収
集
等
、
皆
さ
ん
一

人
一
人
が
ゴ
ミ
問
題
解
決
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。

場

●
戸
籍
制
度
に
つ
い
て

私
た
ち
の
身
近
に
は
、
親
と

か
妻
と
か
子
な
ど
一
定
の
親
族

関
係
か
ら
生
ず
る
権
利
義
務
は

数
多
く
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
未
成
年
者
は
父

母
の
親
権
に
服
し
、
親
権
者
は

子
を
監
護
教
育
す
る
権
利
義
務

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
人

が
死
亡
す
れ
ば
、
そ
の
人
の
配

偶
者
や
子
供
は
相
続
人
と
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
あ
る
種
の

権
利
義
務
は
、
一
定
の
親
族
関

係
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
然

発
生
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
制

族
関
係
の
証
明
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
わ
け
で
す
。

そ
う
し
た
親
族
関
係
の
証
明

が
容
易
に
で
き
る
の
が
戸
籍
で

あ
っ
て
、
戸
籍
制
度
の
目
的
は

日
本
国
民
の
国
籍
と
親
族
関
係

を
統
一
的
に
は
握
し
、
登
録
、

公
証
す
る
と
と
も
に
、
各
種
行

政
施
策
の
基
本
に
な
る
も
の
で

す
。

本
籍
と
筆
頭
者
の

氏
名
に
つ
い
て

本
籍
と
は
、
人
の
戸
籍
の
所

あ
な
た
は

知
っ
て
い
ま
す
ガ
？

在
場
所
を
い
い
、
県
・
郡
・
市

町
村
名
（
行
政
区
画
）
、
土
地

の
名
称
及
び
地
番
号
で
表
わ
し

ま
す
が
、
住
居
表
示
の
行
わ
れ

た
地
区
に
つ
い
て
は
、
街
区
符

号
を
用
い
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
の
居
住
場
所

と
は
直
接
関
係
な
く
、
必
ず
し

も
住
所
と
一
致
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
国
内
で
あ

る
限
り
、
ど
こ
の
市
町
村
の
ど

こ
の
場
所
に
定
め
る
こ
と
も
自

由
で
す
。

筆
頭
者
と
は
、
そ
の
戸
籍
の

筆
頭
二
番
さ
き
）
に
記
載
さ

れ
て
い
る
者
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
婚
姻
に
よ
っ

て
新
し
く
戸
籍
が
作
ら
れ
る
と

き
に
、
夫
婦
の
称
す
る
氏
が
夫

の
氏
で
あ
れ
ば
、
夫
が
そ
の
戸

籍
の
筆
頭
に
記
載
さ
れ
る
の
で
、

夫
が
筆
頭
者
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

筆
頭
者
が
死
亡
、
そ
の
他
の

事
由
に
よ
っ
て
そ
の
戸
籍
か
ら

除
か
れ
て
も
、
筆
頭
者
の
氏
名

は
消
除
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ

の
ま
ま
に
さ
れ
、
本
籍
と
と
も

に
戸
籍
の
表
示
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

画 ＝ー…
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保
育
所
か
ら
の
お
願
い

入
所
式
も
終
わ
り
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
方
、
ほ
っ
と
し

て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
入
所
に
あ
た
っ

て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
の

一
つ
に
交
通
ル
ー
ル
の
し
つ
け

が
あ
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
は
、
比
較
的
近
所

で
遊
ん
で
い
た
子
供
達
も
、
新

し
い
お
友
達
も
で
き
て
、
行
動

範
囲
が
し
だ
い
に
広
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

保
育
所
の
行
き
帰
り
に
は
保

護
者
が
必
ず
付
添
っ
て
、
交
通

事
故
に
は
十
分
気
を
つ
け
さ
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

又
、
住
所
変
更
し
た
場
合
に

は
、
保
育
所
に
も
必
ず
異
動
届

〆

保健婦募集中〃

金木町では、保健婦

を募集しています。採

用人員応募資格など

は次のとおりです。

○採用予定人員2名

○応募資格保健婦

の免許所持者で

年令40才以下の

者

○申込(問合わせ)先

金木町役場総務課

（念③2111内線34.37）

を
出
し
て
下
さ
い
。

（
用
紙
は
、
各
保
育
所
、
役
場

民
生
課
に
あ
り
ま
す
。
）

〃
し
あ
わ
せ
号
〃

出
発
進
行
／
、

先
月
号
で
紹
介
さ
れ
た
、
移

動
入
浴
乾
燥
車
（
し
あ
わ
せ
号
）

の
使
用
申
し
込
み
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
対
象在

宅
寝
た
き
り
老
人

〃
重
度
障
害
者
児

○
申
込
先
（
問
い
合
せ
先
）

役
場
民
生
課
ま
で

畳
③
２
１
１
１
内
線
１
７
番
）

ゴ
ミ
集
襖
場
所
を
設
鍾

下
新
町
々
内
会

嘉
瀬
下
新
町
々
内
会
（
行
政

協
力
委
員
・
今
兼
春
）
で
は
、

４
月
５
日
に
住
民
総
出
で
、
ブ

ロ
ッ
ク
造
り
ゴ
ミ
集
積
場
所
を

岩
村
良
逸
さ
ん
（
土
地
提
供
者

）
宅
地
内
に
設
澄
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
集
積
場
所
は
下
新

町
々
内
会
で
順
番
に
清
掃
す
る ●

鋼
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

営
業
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た

（
９
月
”
日
ま
で
）

○
営
業
時
間

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〆 、

金
木
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
会
長
・
浅
木
全
二
で
は
、

一
」
の
度
町
民
全
般
に
呼
び
か
け
、

会
口
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
老
い
も
若
き
も
大
い

に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
、

そ
し
て
健
康
な
体
を
維
持
し
て

い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
す
。
多

数
の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

参
加
の
手
続
き
は
電
括
又
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
員
募
纂
中
！

金
木
町
大
字
中
柏
木
の
成
佃

せ
ち
さ
ん
か
ら
、
金
木
南
中
学

校
へ
庭
園
燈
一
基
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
成
田
さ
ん
が
退
職

記
念
に
と
、
同
中
学
校
に
贈
っ

た
も
の
で
す
。

○
奴
部
屋
相
撲
星
取
協
会
よ
り

金
木
町
社
協
に
二
万
円
の
寄
付

金
が
あ
り
ま
し
た
。

午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
入
浴
は
午
前
、
時
～

午
後
８
時
ま
で
）

○
定
休
日

毎
月
１
日
と
巧
Ｈ

口
頭
で
、
左
記
に
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。
尚
、
申
し
込
み
者
に

は
追
っ
て
連
絡
致
し
ま
す
。

○
申
込
期
日

昭
和
詔
年
５
月
９
日
ま
で

○
申
込
場
所

昼
、
下
山
自
動
車②

２
３
３
９

夜
、
藤
元
由
光
②
２
４
８
３

○
参
加
資
格

年
令
、
職
業
、
男
女
問
わ
ず

金
木
南
中
学
校
に

庭
園
燈
を
寄
贈

L

●

二
月
）
福
士
美
里
彰
雄
）
金
木

小
松
大
也
（
正
義
）
嘉
瀬
（
三
月
）

桑
田
文
子
（
茂
）
喜
良
市
鳴
海
静
子
昭
一
）
嘉
瀬

太
田
佳
子
（
秀
男
〃
秋
元
雅
也
（
春
樹
）
〃

浜
田
佳
輝
（
昭
人
）
嘉
瀬
加
藤
彩
乃
（
幸
司
）
金
木

今
智
寿
（
寿
謬
〃
鳴
海
健
一
（
保
幸
）
嘉
艮
市

鳴
海
聖
子
（
仁
）
金
木
前
田
貢
季
（
通
）
神
原

今
春
花
（
敏
彦
）
喜
艮
市
新
岡
正
悟
正
一
）
金
木

山
中
光
代
（
誠
）
嘉
瀬
斉
藤
達
矢
思
幸
）
〃

荒
関
一
術
（
直
衝
金
木
白
川
恵
利
華
（
修
）
川
倉

加
賀
谷
巧
真
勝
座
喜
良
市
秋
元
智
春
受
良
）
嘉
瀬

沢
田
千
穂
（
信
去
川
倉
沢
田
佳
奈
症
‐
穂
）
金
木

石
川
忍
（
登
）
金
木
吉
田
資
（
斉
）
参

（
二
月
）
津
島
浩
司
（
正
）
〃

岡
田
智
津
子
（
定
義
）
喜
艮
市
秋
元
天
文
鳶
鍔
悦
）
嘉
瀬

中
谷
純
子
（
徳
電
川
倉
櫛
引
美
代
（
治
北
金
木

三
橋
誠
（
高
）
藤
技
古
川
恵
（
韮
也
喜
良
市

伊
藤
真
季
（
一
逆
金
木
吉
崎
久
実
子
（
屋
き
嘉
瀬

古
川
降
穀
（
良
三
）
喜
艮
市
其
田
真
由
美
勝
巻
川
倉

其
田
匡
則
蒔
男
）
嘉
瀬
大
橋
寿
美
子
（
久
雄
）
喜
良
市

平
川
正
義
（
和
男
〃
山
中
崇
（
喜
弘
嘉
瀬

山
本
善
武
（
一
昔
垂
金
木
沢
田
利
寿
（
昭
）
〃

長
利
安
人
（
徳
興
）
〃
中
西
智
子
（
晴
謹
金
木

－ご誕生－

おめでとう

鰯
l______」

葛
西
将
幸
（
嘉
魍
金
木

福
士
史
晃
（
裕
章
）
〃

斉
藤
健
太
雨
毒
き
嘉
瀬

葛
西
良
知
順
子
）
喜
艮
市

今
千
恵
《
俊
逃
金
木

田
中
真
也
弘
乙
〃

吉
田
奈
緒
美
（
清
一
星
蒔
田

秋
村
真
粧
子
受
雄
）
嘉
瀬

沢
田
裕
樹
霊
謹
喧
金
木

工
藤
和
美
（
政
邑
喧
嘉
瀬

福
士
美
里
彰
雄
）
金
木

……
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成
田
敬
（
純
夫
）
金
木

千
田
浩
晃
（
謙
作
）
川
倉

白
川
千
恵
子
（
源
三
郎
）
蒔
田

山
上
一
也
（
義
博
）
金
木

野
戸
谷
上
ト
ミ
（
季
子
）
嘉
瀬

其
田
寿
仁
（
寿
義
）
川
倉

工
藤
茜
（
光
弘
）
金
木

大
橘
拓
巳
二
昭
）
〃

成
田
昭
香
（
勉
）
中
柏
木

秋
元
卓
（
昭
二
嘉
瀬

柏
谷
済
成
子
（
純
一
）
喜
良
市

斉
藤
福
見
（
正
雄
）
〃

木
下
美
香
（
忍
）
嘉
瀬

沢
田
有
希
（
幸
男
）
金
木

－ご結婚一

おめでとう

（
一
月
）

（
剴
溌
童
瘻
燕
瀦

（
銅
暇
蹄
誌
一
率
垂
一
金
〃
木

（
奉
緬
唖
塞
一
霊
》
一
轄
手
“

（
癖
鏥
牽
麹
程
一
睡
垂
》
嘩
姉

（
痙
唾
三
趣
需
一
認
鑑
一
塞
所
癖

（
離
篝
蕊
姦
器
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（
禧
酬
癖
諺
認
唾
騨
一
龍
籠
柿

（
唖
鋤
確
毒
一
》
錘
壷
所
噸

金
酵
翫
丑
鋸
錘
》
田
袖

（
郁
詞
谷
稔
稲
霊
蛎
郵
）
金
木

（
二
月
）

（
玲
沢
干
錘
諏
一
》
奄
一
率
霊
啼

（
謡
せ
篭
（
謹
難
魏
楠

（
距
州
翻
毒
錘
奉
一
川
〃
倉

（
綴
久
謝
悪
巍
楠

（
副
榊
蛎
み
証
壼
擢
礎
燕
塞
祢

（
迩
率
琴
跨
錘
蝿
一
癖
島
雑

（
岼
婚
岡
蹄
嘩
一
躍
迄
辨
一
牽
謹
岬

へ
平
川
扣
男
（
夕
三
嘉
瀬

一
チ
コ
ヴ
ど
あ
ン
プ
羊
コ
ヴ
韓
国

力
と

（
細
准
久
蓉
珪
癖
“
一
割
里
輌

（
薪
舘
卜
謎
謎
壺
峰
続
訟
岬
輌

（
峨
幟
唾
認
一
癖
嶬
一
》
柳
州

（
癖
蹄
悦
盈
読
峠
一
毒
所
称

（
三
月
）

（
籠
趾
千
》
幸
一
霊
華
一
蓉
力
補

（
邦
酔
野
蝿
識
一
鍵
毛
一
幸
厩
輌

（
皿
熱
燗
準
一
識
確
一
零
カ
噸

（
酎
駒
認
》
一
郵
趣
郵
蚕
韓
燕

（
癖
醍
辨
誌
一
証
華
一
癖
田
畔

（
癖
壱
韮
拮
一
龍
睡
蛎
奄
》
神

（
程
蠣
エ
辮
輌
一
毒
鏥
一
利
造
晒

（
唾
評
恵
狂
垂
師
嘩
密
一
帽
森
計

へ
新
岡
嗣
浩
（
千
代
三
金
木

一
神
由
起
子
（
登
美
）
鶴
田
町

（
瞬
啼
率
窪
一
罐
罐
一
》
京
神

（
鵺
蕊
議
瓢
戯

傘
乖
蓉
奉
琴
季
輻
葉
蝉

（
醐
詐
る
り
謎
一
嘩
極
郵
芯
癖
繩

（
港
“
姉
睡
一
癖
恋
一
癖
京
銅

（
卦
酎
坤
歪
一
塞
華
一
鋤
奈
利

（
姉
牽
諦
岬
群
一
癌
錘
一
割
“
岬

●

二
月
）

白
川
ナ
サ
（
妬
才
）
蒔
田

工
藤
忠
蔵
（
沌
才
）
藤
枝

山
中
信
鰻
（
弱
才
）
嘉
瀬

奈
良
俊
道
（
幅
才
）
金
木

西
沢
長
一
郎
（
拠
才
）
〃

須
崎
よ
し
の
（
ｎ
才
）
嘉
瀬

工
藤
マ
サ
（
ｍ
才
）
川
倉

尾
野
キ
ノ
（
田
才
）
金
木

秋
谷
き
よ
（
鯛
才
）
〃

（
二
月
）

伊
丸
岡
永
三
郎
（
妬
才
）
喜
良
市

田
中
重
正
（
帥
才
）
蒔
田

原
田
善
八
（
的
才
）
中
柏
木

角
田
瑛
（
頓
才
）
金
木

白
川
勝
蔵
（
ｎ
才
）
川
倉

佐
藤
太
八
郎
（
妬
才
）
蒔
田

秋
谷
清
忠
（
氾
才
）
金
木

中
谷
宇
一
郎
（
万
才
）
川
倉

花
田
三
太
郎
（
“
才
）
嘉
瀬

沢
田
万
次
郎
（
帥
才
）
〃

松
川
ア
グ
リ
（
祀
才
）
嘉
瀬

傍
島
正
守
（
郎
才
）
蒔
田

（
三
月
）

長
尾
キ
エ
（
沼
才
）
金
木

（
華
堯
木
産
謎
一
噸
雄
一
鑑
玉
縣

（
聡
鶉
扉
童
詩

田
中
ハ
ナ
ョ
（
沌
才
）
蒔
田

斉
藤
一
雄
兎
調
）
喜
良
市

荒
関
す
わ
（
師
才
）
金
木

白
川
京
子
（
妬
才
）
川
倉

山
中
俊
治
（
５
才
）
嘉
瀬

外
崎
秀
雄
（
鯛
才
）
金
木

金
一
太
郎
（
沼
才
）
川
倉

豪
雪
に
悩
ま
さ
れ
た
長

い
冬
も
や
っ
と
終
り
、
ぽ

か
ぽ
か
天
気
の
続
く
今
日

こ
の
頃
で
す
。

さ
て
、
桜
ま
つ
り
を
ま

ぢ
か
に
控
え
て
、
こ
れ
か

ら
行
楽
シ
ー
ズ
ン
本
番
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期

に
な
り
ま
す
と
、
非
常
に

火
災
や
盗
難
が
発
生
し
が

ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お

出
か
け
の
際
は
、
家
の
戸

締
ま
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
ガ
ス
の
元
栓
、
吸
い

穀
、
た
き
び
等
に
は
十
分

注
意
し
て
お
出
か
け
下
さ

い
。

又
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
も
車
で
出
か
け
る
機
会

が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
無
理
な
運
転
を
し
な

い
で
安
全
運
転
に
心
が
け

て
下
さ
い
。

編
集
後
記

（6）
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